
 第３期 東社協３か年計画をスタートしました！ 
                        （平成 25～27 年度新規重点事業計画） 

 
 

この計画は、東社協の９つの基本目標をふまえ、平成 25～27 年度の３か年に取組む 10 の重点事業をⅠ～Ⅴの５つの柱により定めた計画です。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東社協の基本目標 

長期にわたり東社協がめざすべき９つの基本目標を定めています。 

利用者支援、権利擁護の強化 
1 

 福祉の支 援を必要と する人の問 題が適切に 解決される ように支援 を行います 。また 、 福

祉サービス の利用者か らの苦情対 応や権利擁 護が適切に なされるシ ステムを整 備、 拡 充

し、そこで把握した課題の解決に取組みます。 

自立生活の支援 
2 

一人 ひと り が地 域社 会 の中 で自 立 した 生活 を 営め るよ う 、資 金貸 付 をは じめ 経 済的 ニ ー

ズ へ の 対 応 を 含 め た 支 援 を 行 政 を は じ め と し た 関 係 機 関 の 協 力 を 得 て 推 進 し て い き ま

す。 

区市町村社協等との協働による地域福祉の推進 
3 

東京におけ る地域福祉 の推進を図 るため、区 市町村社協 との協働、 連携による 事業展開

を積極的に すすめます 。その中で 、地域の福 祉ニーズの 掘り起こし 、市民活動 の支援な

ど、地域に おいて求め られる取り 組みを実施 し、これら の取り組み により地域 における

福祉ネットワークの構築や地域福祉活動の促進を図ります。 

社会福祉関係者・市民活動関係者とのネットワークの構築 
4 

社会福祉の 各分野を包 括する会員 活動や調査 研究・提言 活動などを とおして、 福祉サー

ビスを提供 するあらゆ る事業者、 市民活動に 関わる個人 ・団体、福 祉サービス 利用者、

行政等のネットワークを構築し、東京の福祉の一体的推進を図ります。 

 

福祉サービス水準の向上 
5 

都民、利用 者にとって 望ましい水 準の福祉サ ービスが必 要に応じて 提供される よう、福

祉事業者に 対して、運 営基盤の強 化や福祉人 材の確保及 び育成を支 援するため の取組み

を行います。また、地域福祉の各分野の担い手に対する研修等の支援策を拡充します。 
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Ⅰ 社 会 的 に 広 く 取
組 み が 求 め ら れ
て い る 課 題 へ の
対応 

Ⅱ  福 祉 人 材 の 確
保・育成の取組
み 

Ⅲ 地域における諸
課題をふまえた
取組み 

Ⅳ  新 た な 時 代 に 対 応

し た 福 祉 情 報 の 発

信と参加の促進 

Ⅴ  災 害 時 の 福 祉 施 設

に お け る 地 域 の 要

援護者支援の構築 

Ⅰ-1 暴力・虐待を生まない社会づくり推進事業（ 総 務 部 企 画 担 当 ）  

Ⅰ-2 学齢期までを見据えた子ども・子育て支援の構築（ 総 務 部 企 画 担 当 、 福 祉 部 児 童 ・ 障 害 担 当 ）  

Ⅰ-4 認知症高齢者支援の推進プロジェクト（ 総 務 部 企 画 担 当 ） 

Ⅰ-3 低所得世帯の若年層の自立支援プロジェクト（ 総 務 部 企 画 担 当 ） 

Ⅲ-1 社会的孤立等に対応する小地域福祉活動推進事業 
（課題発見・解決志向型の地区社協整備事業） 

（ 地 域 福 祉 部 地 域 福 祉 担 当 ）  

Ⅴ-1 災害時要援護者支援センターの構築 
（ 福 祉 部 経 営 支 援 担 当 ）

Ⅱ-1 小規模事業所における人材育成・定着支援事業 
（ 東 京 都 福 祉 人 材 セ ン タ ー 研 修 室 ）  

Ⅱ-2 保育人材確保と保育のしごと啓発事業 
   （保育人材確保事業、保育士のキャリア形成と組織づくり）

（ 東 京 都 福 祉 人 材 セ ン タ ー 人 材 情 報 室 、 研 修 室 ）

Ⅱ-3 福祉職場における障害者雇用のしくみ構築プロジェクト 
（ 総 務 部 企 画 担 当 、 東 京 都 福 祉 人 材 セ ン タ ー 人 材 情 報 室 ）



 

東社協の基本目標 

長期にわたり東社協がめざすべき９つの基本目標を定めています。 

都民、ＮＰＯ、企業の福祉参加の促進 
6 

社会福祉に関する総合的企画・調査研究活動の推進 
7 

部会 活動 や 調査 研究 活 動な ど東 社 協の 各事 業 を通 して 福 祉的 支援 を 必要 とす る 人々 の 状

況、 福祉 サ ービ スの 実 態、 社会 福 祉事 業の 運 営実 態な ど を把 握す る 中か ら、 福 祉課 題 や

今後求められる方策を明らかにします。 

福祉情報活動の推進 
8 

都民や利用 者、福祉事 業者に対し て、福祉制 度やサービ スの内容等 の情報を、 最新の福

祉情報とし て広く発信 するなど、 東社協の機 能を生かし た情報セン ターとして の活動を

強化します。 

地域福祉施策や活動への提言 
9 

上記の取組 みを通じて 明らかにな った福祉課 題や施策の 必要性につ いて、国、 東京都及

び区市町村 に対して提 言するとと もに、福祉 事業者に対 してサービ スの向上や 地域福祉

の推進のための提言を行います。 
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Ⅳ-1 「生きる力（生きていく力）を高める福祉教育（市民学習）」
の実践            （ 東 京 ボ ラ ン テ ィ ア・市 民 活 動 セ ン タ ー ） 

Ⅲ-1 社会的孤立等に対応する小地域福祉活動推進事業 
（多機能常設型居場所づくり促進事業） 

（ 東 京 ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市 民 活 動 セ ン タ ー ）  
都民、ＮＰ Ｏ、企業と の結びつき を重視した 事業展開を 行い、これ ら福祉を取 り巻くさ

まざまな層 の地域福祉 への理解と 協力を促進 し、地域福 祉活動、市 民活動への 参加を強

く働きかけます。 

Ⅱ-2 保育人材確保と保育のしごと啓発事業 
         〔保育のしごと啓発事業）     

（ 総 務 部 企 画 担 当 ）        

Ⅰ-1～4 の調査研究事業（再掲） 

Ⅳ-1 「生きる力（生きていく力）を高める福祉教育（市民学習）の実践（再掲） 

上記の事業を通じて明らかになった福祉課題をもとに地域福祉推進委員会による提言を行います。

計画の推進体制 

東社協総合企画委員会において、３か年でめざすべき最終目標と年度ごとの単年度目標を設定した上、進捗状況を評価・確認しながら計画を推進します。 

以下の３つを計画の推進にあたっての基本方針とします。 

＜計画の推進にあたっての基本方針＞ 
 

１ ３か年の取組みで着実に成果を挙げる。課題があることを明らかにするだけではなく、その課題の解決への取組みを計画として実行する。 

２ 部会・連絡会が直面している課題について、部会・連絡会と協働し、その枠組みを超えた幅広い関係者とともに取組むことによって、その解決が東京の福祉の増進とつなげ

ていく。さらに、その成果を部会・連絡会活動に反映することをめざす。 

３ 東社協だけで解決をめざすのではなく、できる限り区市町村社協と一体となり取組む。  

Ⅰ 社 会 的 に 広 く 取
組 み が 求 め ら れ
て い る 課 題 へ の
対応 

Ⅱ  福 祉 人 材 の 確
保・育成の取組
み 

Ⅲ 地域における諸
課題をふまえた
取組み 

Ⅳ  新 た な 時 代 に 対 応

し た 福 祉 情 報 の 発

信と参加の促進 

Ⅴ  災 害 時 の 福 祉 施 設

に お け る 地 域 の 要

援護者支援の構築 


